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西本町局 西宮インター交差点局
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東明交差点局 東御影交差点局

岩屋交差点局

（ppm）

・二酸化窒素（NO2)は、平成24年度は全箇所で環境基準のゾーン内に入っている。

・平成１８年度以降、日平均値の98％値は低下傾向にある。

沿道環境の現状（二酸化窒素）

▼国道４３号 二酸化窒素（NO2） 日平均値の年間98％値の経年変化

H25.6.13H25.6.13 尼崎連絡会尼崎連絡会 資料２資料２
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NO2環境基準：１時間値の１日平均値が0.04ppmから
0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。

五合橋局
0.059 ppm

東本町交差点局
0.060 ppm

西本町局
0.053 ppm



0.100 

0.110 

0.120 
東本町交差点局 五合橋局

西本町局 西宮インター交差点局

西宮本町交差点局 精道交差点局

東明交差点局 東御影交差点局

岩屋交差点局

（mg/m3）

・浮遊粒子状物質（SPM)は、平成２4年度は全箇所で環境基準値を達成している。

・平成２４年度の日平均値の２％除外値は、前年度に比べて若干増加している。

沿道環境の現状（浮遊粒子状物質）

環境基準

▼国道４３号 浮遊粒子状物質（SPM） 日平均値の年間2％除外値の経年変化
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2

環境基準

SPM環境基準（長期的評価）：１日平均値の年間２％除
外値が0.10mg/m3以下であること。ただし、１日平均値に
ついて環境基準を超える日が２日以上連続する場合は
非達成。

五合橋局
0.054 mg/m3

西本町局
0.054 mg/m3

環境基準超過日が２日以上連続のため非達成

平成14年度：五合橋局、西本町局、西宮本町交差点局、

東明交差点局、岩屋交差点局の５局で非達成

平成23年度：すべての観測局で非達成

東本町交差点局
0.054 mg/m3



・尼崎市域の３局において、近年では冬から春にかけて環境基準値超過日が多く見られる。

・平成１８年度以降、環境基準値超過日は減少傾向にある。

国道43号沿道（尼崎市域）の大気質(NO2)

観測局 月別基準値超過日数 年別基準値超過日数

東本町

交差点

▼尼崎市域の大気質（ＮＯ２）
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